
1990年代以降、協議会、コンセンサス会議、ワールドカフェ、討論型世論調査など、新しい参加の手法が次々と生まれました。
今、参加の現場は、どのように変化しているのでしょうか。このシンポジウムでは、国内外の参加制度を研究しているグリーン
アクセスプロジェクトと、参加型事業を実現するため日々工夫を重ねている建設コンサルタンツ協会参加型計画専門委員会のコ
ラボレーションにより、参加の最前線を議論します。どうぞ奮ってご参加下さい。

グリーンアクセスプロジェクト主催
一般社団法人建設コンサルタンツ協会参加型計画専門委員会協力

合同シンポジウム

世界と日本の市民参加
～見えない力を見えるように～

２０１３年１２月６日（金）開場・受付開始 １２：４５

場所：キャンパスポート大阪 ルームD・E （大阪駅前第2ビル ４階）

参加費 ：無料
事前申込：不要（先着100名程度）

◆お問合わせ◆
大阪大学大学院法学研究科グリーンアクセスプロジェクト事務局 E-mail：greenaccess@law.osaka-u.ac.jp

http://greenaccess.law.osaka-u.ac.jp/

グリーンアクセスプロジェクトの正式名称は、「持続可能な社会づくりのための協働イノベーション－日本におけるオーフス３原則の実現策」と
いい、最先端・次世代研究開発支援プログラム研究（内閣府総合科学技術会議）の助成（2010年度～2013年度）を受けて進められています。

スケジュール／Schedule

司会：高橋 富美 （株）建設技術研究所

13:00～ 開会挨拶

13:10～ 問題提起「行政・ＮＰＯアンケートからみえてきたこと～日本の市民参加はどこまで進化したのか」

13:50～ 報告①「参加制度の国際潮流を探る」 大久保規子 大阪大学法学研究科教授

14:10～ 報告②「都市交通政策における自治体と住民の協議 ～フランスLRT導入を例に～」南 聡一郎 大阪大学法学研究科特任研究員

14:30～ 報告③「参加型計画への技術的支援（仮）」 渡辺 茂樹 （株）オリエンタルコンサルタンツ

14:50～ 休憩

15:10～ ディスカッション 大島 明 国際航業（株）/ 伊藤 将司（株）福山コンサルタント/ 牧野 幸子（株）ケー・シー・エス

藤江 徹（公財）公害地域再生センター/ 大久保 規子 大阪大学/ 南 聡一郎 大阪大学

16:40～ まとめ

17:00 終了

◆アクセス◆
大阪市北区梅田1-2-2-400 大阪駅前第２ビル４階 キャンパスポート大阪 TEL:06-6344-9560 FAX:06-6344-9561
最寄駅：ＪＲ大阪駅 JR東西線・北新地駅 ／ 地下鉄 御堂筋線・梅田駅 四ツ橋線・西梅田駅 谷町線・東梅田駅 ／ 阪神電車・阪急電車 梅田駅

使用している画像は、「市民」をキーワードにネット検索した結果から、自治体の市民参加・協働に関するホームページに掲載されているものを任意にピックアップ
したものです。


